
出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共
用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の
年最高値・年平均値・年最低値を求め、それぞれ５ヵ
年平均した値である。

出典：財団法人日本ダム協会 ダム年鑑2008
財団法人日本ダム協会 ダム便覧
電力技術土木協会 水力発電所データベース
国土交通省中国地方整備局弥栄ダム管理所
広島県小瀬川ダム管理事務所

※ダム式：ダムで水を堰き止め、主に上層部の水を取水・
落下させて発電する。

ダム水路式：ダムで水を堰き止め、主に上層・浅層の
水を水路等で導水し、落下させて発電する。

水路式：浅い河川部にて低い堰により水を堰き止め、
水を導水し、落下させて発電する。

◎：発電所(ダム式）
○：発電所（ダム水路式）
●：発電所（水路式）

：導水路・バイパス経路

出典
ダム発電常時使用水量（m3/s）：ダム年鑑2008
①流量：小瀬川水系河川整備基本方針データ
（流水の正常な機能を維持するための流量）

②流量：流量年表（2004年）

図７．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（小瀬川）

７）小瀬川

対象水域

ダム・堰名 弥栄 小瀬川

取水・発電方法 ダム式 ダム式
発電所名 弥栄 小瀬川

発電使用水量（常時）（ｍ
３
/ｓ） ５ｍ

３
/ｓ程度 3.0（最大）

利用水深（ｍ） 水深３ｍで取水 ６ｍ（夏期）～10ｍ（冬期）程度
主要取水設備型式 取水塔 取水門
導水路～放水路延長（km） 0.2082 0.059
所在地 山口県岩国市 山口県岩国市
発電目的以外用途 － 洪水調整・工場用水

小瀬川（下流→上流）

弥栄ダム

②両国橋(2004)
豊水：14.76m3/s
平水：7.04m3/s
低水：4.91m3/s

①防鹿

正常流量
7m3/s

小瀬川ダム

m3/s

◎ ◎弥栄 小瀬川

0.61m3/s（広島県
パンフレットより）

瀬戸内海

玖島川
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8. 山国川 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

既存生活環境項目の類型指定 

県境 

勾配 

福岡県・大分県 大分県 

図８．１ 調査地点及び水生生物の生息状況 

平均水温 15℃ 

程度より低温 
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図８．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（山国川）

出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共
用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の
年最高値・年平均値・年最低値を求め、それぞれ５ヵ
年平均した値である。

※発電ダムなし

出典
①流量：山国川水系河川整備基本方針データ
（流水の正常な機能を維持するための流量）

②流量：流量年表（2004年）

②下唐原(2004)
豊水：16.03m3/s
平水：7.22m3/s
低水：4.69m3/s

①下唐原
正常流量
２m3/s

下宮永堰

平成大堰 大井手堰

蕨尾井堰恒久橋上流堰

上曽木堰

多志田堰

平田堰

口ノ林堰
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9. 筑後川 
 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

既存生活環境項目の類型指定 

県境 

勾配 

佐賀県・福岡県 佐賀県 佐賀県・福岡県 福岡県 

佐賀県 

福岡県 

福岡県 
福岡県 

大分県 

大分県 大分県・熊本県 熊本県 

玖
珠
川 

図９．１ 調査地点及び水生生物の生息状況 
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図９．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（筑後川）

出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共
用水域水質測定結果より、各年度の月平均水温の
年最高値・年平均値・年最低値を求め、それぞれ５ヵ
年平均した値である。

出典：財団法人日本ダム協会 ダム年鑑2008
財団法人日本ダム協会 ダム便覧
電力技術土木協会 水力発電所データベース

※ダム式：ダムで水を堰き止め、主に上層部の水を取水・
落下させて発電する。

ダム水路式：ダムで水を堰き止め、主に上層・浅層の
水を水路等で導水し、落下させて発電する。

水路式：浅い河川部にて低い堰により水を堰き止め、
水を導水し、落下させて発電する。

◎：発電所(ダム式）
○：発電所（ダム水路式）
●：発電所（水路式）

：導水路・バイパス経路

出典
ダム発電常時使用水量（m3/s）：ダム年鑑2008
①流量：筑後川水系河川整備基本方針データ

（流水の正常な機能を維持するための流量
・・・動植物の生息地又は生育地の状況及び漁業）

②流量：流量年表（2004年）

９）筑後川

対象水域

ダム・堰名 夜明 大山川堰 松原 下筌

取水・発電方法 ダム水路式 ダム水路式 ダム式 ダム式
発電所名 夜明 柳又 松原 下筌

発電使用水量（常時）（ｍ３/ｓ） 28.00 68.0（最大） 19.00 7.00

利用水深（ｍ） 1.0 選択取水
主要取水設備型式 取水堰 取水堰 取水堰 取水堰
導水路～放水路延長（km） 0.9957 14.083 2.5368 0.0776
所在地 大分県日田市 大分県日田市 大分県日田市 大分県日田市
発電目的以外用途 － － － －

筑後川（下流→上流）
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低水：45.05m3/s

②片ノ瀬(2004)
豊水：70.63m3/s
平水：46.46m3/s
低水：38.37m3/s

②恵蘇ノ宿(2004)
豊水：65.55m3/s
平水：43.72m3/s
低水：37.53m3/s

②荒瀬(2004)
豊水：65.31m3/s
平水：45.38m3/s
低水：37.53m3/s

②小渕(2004)
豊水：35.50m3/s
平水：25.79m3/s
低水：21.06m3/s

②小平(2004)
豊水：5.74m3/s
平水：5.12m3/s
低水：4.91m3/s

①夜明
6/16~8/31      36.4m3/s
9/1~10/10      36.8m3/s
10/11~11/30  20.8m3/s
12/1~6/15      19.4m3/s

松原ダム

坂口床固 小森野床固

恵利堰

大石堰山田堰 三隈堰

島内堰 手先用水堰

小島井堰
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10. 宝満川 
 

低水流量(㎥/ｓ) 

※流量観測地点における情報を表示 

出典：流量年表(国土交通省河川局編，H14) 

既存生活環境項目の類型

県境 

勾配 

佐賀県・福岡県 佐賀県 福岡県 

図１０．１ 調査地点及び水生生物の生息状況 
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距離（ｋｍ）0     1 2 3 4 5 6 7 8

0m

-10m

水系名

既存生活環境

宝満川（２） 宝満川（１）

既存生活環境
項目の類型指定

平均水温

河床材料

AB

砂・泥が主体 砂・礫

平均水温15℃程度より高温

河床材料

勾配

砂 泥が主体 砂 礫

1/6,000 1/3,000

勾配急変点なし勾配急変点なし

図１０.２ 勾配（宝満川）



図１０．３ 発電ダム等の水量及び水温の状況について（宝満川）

※発電ダム、流量データなし

下野堰 端間堰

西福童堰

上西井堰 稲吉堰 大板井堰

出典：公共用水域測定結果

※最高・平均・最低水温は、平成14～18年度の公共用水域水質
測定結果より、各年度の月平均水温の年最高値・年平均値・年
最低値を求め、それぞれ５ヵ年平均した値である。




